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仙台市における特別支援教育の状況について

                                       仙台市教育局特別支援教育課

Ⅰ 少子化の中にあって年々増える対象児

                          

【内訳】

１ 特別支援学校（Ｈ２５．５．１現在）

(1) 在籍する児童生徒（仙台市在住）

小学部 中学部 小 計 高等部 合 計

平成１８年度 ２１５ １６７ ３８２ ３９２ ７７４※

平成２２年度 ２６８ ２０４ ４７２ ４４５ ９１７※

平成２５年度 ２８１ ２０３ ４８４ ５３９ １０２３※

（※ 小学部、中学部の人数には宮城教育大学附属特別支援学校を含む。高等部の人数には、加えて宮城

県立支援学校岩沼高等学園、同小牛田高等学園、私立いずみ高等支援学校を含む）

内訳：障害種別（高等部を含む）

視覚 聴覚 知的 肢体 病弱

平成１８年度 ３２ ２３ ６７２ ２９ １８

平成２２年度 ２７ ４０ ８１４ ２０ １６

平成２５年度 ２２ ３８ ９１６ ２７ ２０

７％＋α

１０％程度通 級 に よ る 指 導

０． ６３％（約５００人）

※ 国 ０．６３％

通常の学級

特別支援学級

小学校・中学校

発達障害の可能性のある児童生徒※

軽度の身体障害等のある児童生徒

１．５０％

（約１２００人）

※国 １．５８％

０．２５％

（約２００人）

4．00％

（約 3200 人）

０．６３％

（約５００人）

特別支援教育上の配慮が必要な児童生徒
α

義 務 教 育 段 階 約 ８ 万 人     

人
特 別 支 援 学 校
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１ 知的障害の特別支援学校の在籍人数増加は全国的傾向。中でも、高等部生徒の増加が顕著。

２ 対策：宮城県教育委員会の整備計画（仙台圏域）

① 特別支援学校の新設（青葉区小松島新堤 Ｈ２６供用開始 ※震災影響で１年遅れ）

② 光明支援学校の増築（隣接地に小学部 Ｈ２６供用開始 ※震災影響で１年遅れ）

③ 利府支援学校の分教室設置（富谷町立富ヶ丘小内 小学部 Ｈ２３供用開始）

３ 仙台市としての協力

① 光明支援学校長命ヶ丘分教室として長命ヶ丘小学校の６教室を提供

② 市加茂学校給食センターから光明支援学校に給食提供 約９０食

２ 特別支援学級（Ｈ２５．５．１現在）      小学校（125 校）            中学校（６４校）

○ 入院中の児童生徒のための院内学級のある病院

・大学病院(木町通小 第二中)     ・市立病院（荒町小 五橋中）

・赤十字病院（八木山小）       ・せんだんホスピタル（吉成中）

○  特別支援学級在籍人数の変化

仙台市立小・中学校の特別支援学級数・児童生徒数の推移
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学 級 種 別 学 校 学 級 在 籍人数 学 校 学 級 在 籍人数

知   的 96 96 266 50 50 153

肢   体 35 35 44 12 12 13

病 虚 弱 13 13 18 10 10 16

※（虚弱学級） 10 10 10 7 7 9

※（院内学級） 3 3 8 3 3 7

弱   視 7 7 7 2 2 2

難   聴 3 3 14 0 0 0

自閉・情緒 110 117 421 60 60 205

特
別
支
援
学
級

合   計 265 770 134 389
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３ 通級指導教室（Ｈ２５．５．１現在）

○他校から通級する児童生徒もいる。

○通称…言語障害：「ことばの教室」  難聴：「きこえの教室」 ＬＤ等：「はぐくみ教室」

４ 通常の学級で学ぶ発達障害児（Ｈ２５）

ア 診断を受けている児童生徒

「専門機関でＬＤ、ＡＤＨＤ、高機能自閉症等の診断を受けたので配慮してほしい」と保護者

が学校に申し出ている児童生徒

イ 発達障害の可能性のある児童生徒

  「学校や園が、発達障害の特性があり配慮が必要と判断している児童生徒

幼 小 中 高 合計

ア 診断と配慮申し出があるもの ０ １００９ ４１４ １９ １４４２

イ 学校・園が配慮必要とするもの ０ １１８９ ６１９ ２６ １８３４

アの児童生徒数の経年変化
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学級種別 学校数 教室数 人数 学校数 教室数 人数

言語 12 17 139

難聴通 1 1 9 1 1 2

（難聴学通） 3 3 10

通
級
指
導
教
室

LD 等 4 4 30 1 1 7

合計 17 25 188 2 2 9
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５ 軽度の障害等がある児童生徒…約５００人

   弱視、難聴、肢体不自由、常時服薬、常時注射、導尿、吃音

６ 特別支援教育上の配慮が必要…α

    学業不振、被虐待やネグレクト、不登校傾向…

Ⅱ 人的配置

１ 特別支援教育指導補助員の配置

  Ｈ２５．９．２現在

   配置学校数 配置補助員人数 対象児童生徒数

小学校（125 校） ８６ １３２ １９５

中学校（63校） １１ １２ １４

計 ９７ １４４ ２０９

※ 小・中学校の通常の学級に在籍するＬＤ、ＡＤＨＤ、高機能自閉症等及びその可能性のある児童生

徒に対し、学習や生活場面において学級担任の個別的な取組を補助する指導補助員を配置するもの。

年間、随時配置している。予算は１５０名

○ 勤務時間等…１日６時間、週３０時間、年間約 200 日勤務（授業日）、遠足等の付添可

○ 資格要件…教員免許状（種別は問わない）所有者 主にハローワークを通して募集

２ 看護師の配置（要医療的ケア通学児童生徒学習支援事業）

２５名の看護師を配置    内訳：鶴谷特別支援学校１０名  小・中学校１５名

３ 特別支援学級指導支援員の配置

在籍人数の多い特別支援学級に担任を補助する支援員を配置するもの。

２５年度は知的障害学級、自閉症・情緒障害学級については、概ね在籍児童生徒が５名以上の学級、

肢体不自由学級については車椅子の児童生徒が２名以上の学級に配置している。予算は６０名分。

○ 勤務時間等は上記の補助員と同じ。資格要件は、教員免許状の所有を問わない。
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Ⅲ 就学の場のルール

１ 就学指導

(1) 指定学校変更

基本的には学区の学校（指定学校）で教育を受ける。特別な事情があると教育委員会が認める場合

（院内学級への入級、特支学級が設置されていない・新設を希望しない等）には、他の学校に行くこ

とがある。

(2) 特別支援学級の新設

学区の学校に当該の特別支援学級が設置されていない場合は、校長の申請を受け、宮城県教委と協

議して新設できる。

市就学指導員会の判断が出されていること、保護者が希望していることが前提となる。

(3)市就学指導委員会の判断と教育の場

障害の、より重い場には保護者が希望しても入れない。

例：市就学指導委員会の判断が「特別支援学級が適切」であれば、保護者が希望しても「特別

支援学校」には入れない。同様に、「通常の学級での配慮指導適切」の判断であれば「特

別支援学級」には入れない。

障害が重複している場合は、市就学指導委員会において教育の対象となる主障害がどちらなのかを

判断する。  

    例：知的障害と肢体不自由

      知的障害と自閉症・情緒障害

２ 仙台市障害児就学指導委員会の審議件数

Ｈ１３ Ｈ１５ Ｈ１７ Ｈ１９ Ｈ２１ Ｈ２２ Ｈ２３ H２４

新就学児 １６９ ２１６ ２０６ ２６５ ２８０ ２５４ ２２３ ２６５

在 籍 児 ４１４ ４４０ ４０３ ５１０ ６１４ ６２６ ４７１ ４８１

全    体 ５８３ ６５６ ６０９ ７７５ ８９４ ８８０ ６９４ ７４６


